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令和４年度　小・中学校における環境教育の取組み


家庭科・総合的な学習の時間・特別活動（全学年）


テーマ〖　狭山中SDGsプロジェクト２０２２　　〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪狭山市立狭山中学校　








≪学習のねらい≫


　・「SDGs」について関心をもち、日々の生活を振り返る中で、自分たちにできることを考えることができる。


　・「SDGs」の観点から家庭科で学ぶ「食生活と自立」の内容をもとに、食育に取り組み、身の回りのことと関連付けて発表することができる。


　・「SDGs」の観点から環境美化委員会の活動で、学校給食から発生する食品ロスについて考え、給食の残菜廃棄量の削減につなげる。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　７月　～　１２月


�
学習活動の主な内容�
指導のポイント�
�
１


特別活動�
学校給食から発生する食品ロスの状況把握


・環境美化委員会で全クラスの残食を計測


・残食状況とその理由、解決方法を考える。�
■給食の存在を意識させながら考える。�
�
２


・総合


・家庭科�
食育に取り組む


・中学生に必要な栄養、給食の良さ、健康や成長への影響などについて、プレゼンテーションソフトを用いてまとめて発表する。�
■図書や1人1台端末で調べたことと、家庭科で学習する要素を関連付けてまとめる。�
�
３


家庭科�
自分でつくる弁当を考える


・夏季休業中の家庭科の課題として「SDGs」「食育」の２つの観点から献立を考える。�
■食品ロス、栄養素、盛り付け等に留意して考える。�
�
４


家庭科�
給食についての講話


・市内の栄養教諭の講話から、給食の献立や味付けの意味や、盛り付け方を知る。�
■塩分や薄味の習慣化等、食育の専門的な意味を考える。�
�
５


・総合


・家庭科�
弁当づくり


・10月の給食のない日に、考えた弁当を家で作り、学校で食べた後、アンケートを実施する。�
■事前に各家庭への協力も伝えておく。�
�
６


特別活動�
給食から発生している残菜の再調査


・環境美化委員会で全クラスの残食を計測する。


・残食状況とその理由を考える。�
■残菜の廃棄量の削減を意識する。�
�
７


・総合的な学習の時間�
狭山中SDGsプロジェクト２０２２のまとめ


・今までの取組みの中で学んだことをもとに、自分たちにできることはどういうことがあるか、自分の生活に結びつけてプレゼンテーションソフトを用いてまとめ発表する。�
■自分たちの生活と結び付けることを意識する。�
�
≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　市内の栄養教諭、SDGs関連動画


≪成果≫


　・SDGｓの観点から食品ロスやごみ問題、栄養、健康について


改めて考えるきっかけとなった。


　・教科横断的な学習の中で、普段の生活の事象に関して教科で


学習したことを活かして考えることができた。











